
バイオサーファクタント
により乳化された油滴

石油の油滴

乳化された油滴は、WatG株および
他の土壌内在性微生物により利用される

他の土壌内在性微生物

WatG株

石油成分がWatG株バイオサーファクタントの産生を誘導

WatG株がバイオサーファクタントを放出

乳化
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■特許/文献

特願2003-198892

鉱物油分解菌、それを用いた土壌浄化方法及び土壌浄化装置

P.Wongsa, M.Tanaka, A.Ueno, M.Hasanuzzaman, 
I.Yumoto and H.Okuyama (2004)
Isolation and Characterization of Novel Strains of Pseudomonas 
aeruginosa and Serratia marcescens Possessing High Efficiency to 
Degrade Gasoline,Kerosene, Diesel Oil, and Lubricating Oil.
Curr. Microbiol., in press.

■共同研究先

・独）産業技術総合研究所北海道センター

・北海道大学大学院地球環境科学研究科

微生物の持つ物質循環能力を活かした環境適合製品の開発を目指す
                                                      AIST認定・環境バイオベンチャー

株式会社ロム

当社は、産業技術総合研究所ゲノムファクトリー研究部門

湯本勲グループリーダー、北海道大学大学院地球環境科学研

究科奥山英登志助教授との共同研究により、環境浄化能力の

高い微生物及び有用物質を生産する微生物を探索分離し、これ

を実用化することを目指しています。この研究体制を基盤として、

それぞれの微生物の特性を活かした環境適合製品の研究開発

を行っています。

水素炎イオン化検出器とキャピラリーカラム
(TC-1、30m×0.25mm、GL Sciences製)
を備えたガスクロマトグラフ
(GC353B、GL Sciences製)により分析

A重油/培養前

A重油/培養後(2週間)

微生物による石油成分分解の効果

A重油を1％添加した培地に、
弊社鉱物油分解菌を接種し、
2週間培養後、全油分を抽出し分析

※分析結果によりA重油について92％の
分解能力を有していることが分かった。

バイオサーファクタント生産分泌微生物を利用した油分解のメカニズム
環境バイオテクノロジーの研究開発を推進し、微生物を利用した

環境適合製品の開発を通じて資源循環型社会に貢献することを

企業理念に設立された環境バイオベンチャーです。

現在は北海道経済産業局の助成（創造技術研究開発事業）

テーマである「バイオサーファクタント生産分泌菌を利用した

土壌汚染浄化技術の確立」を重点テーマとして研究開発を進め

ています。取得した高機能鉱物油脂分解微生物の更なる高機能

化と共に、当該微生物の特性に注目した新たな汚染浄化技術の

確立を目的としています。また、生分解性が低く環境に残留しや

すい重質油成分を効率よく分解する微生物等、より環境浄化能

力の高い新たな微生物の探索分離も進んでいます。

バイオサーファクタント
     生産分泌菌

空 気 栄養源

■研究・技術内容

汚染土壌

土壌中でバイオサーファクタントを放出

内在性菌と共働して油汚染を浄化

ガソリンスタンド、工場跡地、油井跡地、油流出事故現場等の汚染土壌を修復

土壌中の油の乳化が促進され、

    効率的に浄化が進む


